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要旨 
本稿では、リスク回避度の違いが、結婚のタイミングに与える影響についての

実証分析を行っている。大阪大学社会経済研究所が実施した「くらしの好みと

満足度についてのアンケート」から得られた個票データを用いて分析した結果、

男性については、リスク回避的であることが結婚のタイミングに有意な影響を

与えていないが、リスク回避的な女性は、リスク回避的でない女性と比較して、

結婚のタイミングが早いという結果となった。一方、アメリカのデータを用い

た先行研究では、男女共に、リスク回避的である人は、そうでない人よりも早

く結婚し、その傾向は男性においてより強いという結果になっている。この日

米の結果の違いは、国の制度・文化・慣習の違いが、リスク回避度と結婚のタ

イミングとの関係に影響を与えることを示唆しているのかもしれない。 
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及びグローバル COE プロジェクト「人間行動と社会経済のダイナミクス」によって実施さ

れた「くらしの好みと満足度についてのアンケート」の結果を利用している。本アンケー

ト調査の作成に寄与された、筒井義郎、大竹文雄、池田新介の各氏に感謝する。また、本

稿の執筆にあたり、文部科学省科学研究費補助金（基盤研究(B)）「ライフイベントと経済行
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